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　今回発刊いたしました 16 巻 2 号は、主に総説

1 報、原著 1 報、報告 1 報、教育機関紹介 2 報で

構成されております。なかでも総説“データサイ

エンスが支える臨床検査教育の課題と取り組み”

と、原著“大規模言語モデルは臨床検査技師国家

試験に合格することができるか”は、臨床検査と

人工知能（AI：Artificial Intelligence）の将来性や

活用法に言及しており、大変興味深い内容となっ

ています。私の専門分野である病理・細胞診検査

では、新型コロナウイルス感染症の影響もありデ

ジタルパソロジーの必要性が高まったことで、そ

の技術的革新は進化を遂げています。6 月に開催

された第 65 回日本臨床細胞学会春期大会では、

AI の診断精度に加え in situ hybridization 法の染色

定量化など、データ分析技術が向上したことによ

り、病理医の診断効率を高めている事例を拝見し

ました。また、2021 年度より、病理専門医試験

では顕微鏡は用いずバーチャルスライドを用いる

試験方式が採用されています。これらの背景から、

医学部の組織標本観察実習ではバーチャルスライ

ド化を図っている施設が増えてきております。臨

床検査技師養成校においては、バーチャルスライ

ドを主体とした形態系実習を積極的に行っている

施設は少ないと思われますが、今後、臨床現場に

即した教育法の導入を思索するべきと痛感してい

ます。

　臨床検査技師の卒前教育を取り巻く環境は、タ

スク・シフト / シェアに関する厚生労働大臣指定

講習会の開催、指定規則変更に伴う臨地実習の新

カリキュラムの実施など大きく変化し、実際に稼

働し始めている養成校も数多いことと思います。

今後、卒前教育の変革で生じた問題点や課題が明

らかになることと思いますが、本誌がその情報共

有の礎となり、各養成校の教員、医療施設の臨床

検査技師、そして臨床検査技師を志す学生がさら

なる発展を遂げることを願っております。

（令和 6 年 6 月 17 日　編集委員　　岡山　香里）
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